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論 文 内 容 の 要 旨 

 

本研究では、形容動詞論が品詞の枠組み全体に関わる問題であるという基本的認識に基づき、プ

ロトタイプ理論の観点から漢語系形容動詞の習得を分析した上で、日本語教育への示唆を試みた。 

語彙研究の観点から、第一章では、形容動詞のカテゴリーとしての特徴を、形容動詞という品詞

自体の位置づけ、種類、歴史的変遷、漢語語幹及び連体形など様々な角度から考察した上で、形容

動詞カテゴリーと名詞カテゴリーの間の境界線の曖昧性が生まれたプロセスを、特に、断定の助動

詞「だ」との繋がり、連体形「な」の形成、語形及び品詞性の形成という歴史的変遷から明らかに

した。その結果、形容動詞に特有の連体形「な」の形成は助動詞「だ」の形成過程と並行したもの

であり、両者とも空間を根源領域とするメタファーの拡張によって成立したものであることを示し

た。また、形容動詞は「もの概念」と「空間概念」の結合から「状態概念」への意味変化を通し、

抽象名詞から分離したものであることも明らかにした。さらに、形容動詞カテゴリーは統語的のみ

ならず、意味的観点からも、名詞カテゴリーと深い関係を持っていることを示した。 

また、理論研究の観点から、第二章では、プロトタイプ理論の誕生、特徴、言語学における適用、

理論の発展及び不足点などを解明した上で、動的文法理論を援用した。また、第三章では、両理論

の内容を統合した上で、形容動詞カテゴリーが示す意味的特徴と統語的特徴を分析した。具体的に

は、意味的には、形容動詞カテゴリーは「性状概念」の典型性の変化に伴い、名詞カテゴリーまで

拡張した。その影響で、形容動詞カテゴリーの語彙メンバーが示す意味的特徴は同質ではなく、「性

状概念」の強弱の度合いが異なったものと思われる。それに対して、統語的には、抽象名詞カテゴ

リーの拡張は名詞が示す統語的特徴の典型性の変化に伴い、形容動詞カテゴリーに至った。それゆ

え、形容動詞は統語的に抽象名詞と類似点が多く見られた。 

さらに、習得研究の観点から、第四章では、日本語の漢語系形容動詞の習得について、まず、母

語を問わず、すべての学習者が形容動詞を習得する際、語彙メンバーの典型性変化が語彙の習得に

影響を及ぼすことが分かった。また、名詞に関わる文法性判断テストと比べ、連体形「な」の文法

性判断テストの正答平均値が最も高いことから、学習者は形容動詞を習得する際、「な」の使用が

基本であることを意識しているが、名詞の文法用法に干渉を受けるため、典型的な形容動詞の習得

が定着してから、非典型的なものへ進んでいくという習得順序が推測できる。さらに、第五章では、

日中同形語による語彙の品詞性判断及び「の」の過剰使用による誤用から見ると、中国語を母語と

する日本語学習者は漢語系形容動詞を習得する際、他言語を母語とする日本語学習者より母語転移

の影響を強く受けている傾向を明らかにした。最後に、第六章では、形容動詞の出現頻度、学習者

要因及び指導法、習得環境といった、母語転移以外に形容動詞の習得に影響を与えると思われる要

因の実際を分析した結果、中国語を母語とする日本語学習者が日本語の形容動詞を習得する際、ま

た、中国語を母語とする日本語教師が日本語の形容動詞を指導する際には、連体形「な」の使用に



焦点を当てるばかりで、名詞との関連性には注意を払っていないことが推測できる。 

以上の結果から、日本語教育に関して次の 4 点が示唆される。まず、本研究の結果は、これまで

あまり注目されなかった形容動詞の導入の仕方に、次のような指針を提供することができる。日本

語学習者に形容動詞の習得を指導する際には、形容動詞カテゴリーに備わる典型性と習得順序の関

連性、すなわち、学習者はその母語の如何を問わず、典型的な形容動詞から非典型的な形容動詞と

いう順序で習得するということを認識した上で、学習者には、まず、典型的な形容動詞を十分にイ

ンプットし、その後、名詞と共有する統語的特徴を加えた上で、学習者自らが非典型的な形容動詞

を自然に導き出せるような効果的な指導法を確立すべきである。 

また、学習者には、形容動詞カテゴリーに属する語彙メンバーの典型性の変化による統語的特徴

の区別を段階的に強調する必要もあろう。具体的には、本研究の「一、二」段階に属する語彙メン

バーは形容動詞性が強いため、形容動詞としての用法を中心に教えるとよいだろう。それに対して、

「三、四」段階に属する語彙メンバーは形容動詞性よりも名詞性が強いことを強調した上で、名詞

としての用法を中心に教えるべきである。また、「二、三」段階の語彙メンバーは形容動詞から名詞

への中間的な存在であるため、形容動詞の用法以外に名詞としての用法も例示する必要があるであ

ろう。 

さらに、形容動詞カテゴリーにおける、より名詞的なものと、より形容動詞的なものを区別しな

がらその文法用法を例示することである。 

最後に、中国語を母語とする日本語学習者に漢語系形容動詞を教える際、日中同形語による語彙

の品詞性判断及び「の」の過剰使用による誤用の可能性を念頭に置くと、指導がスムーズに進むと

考えられる。 

                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（比甲様式６） 


